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市
立
保
育
所

産
休
代
替
要
員
を
募
集

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り

市
立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
登

録
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
立
保
育
所
の
職
員
が

出
産
の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
、
〃
、

の
職
員
の
代
替
と
し
て
、
臨
時
的
に

勤
務
し
て
も
ら
う
保
母
を
、
登
録
制

度
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
．

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ

の
要
領
に
よ
り
、
市
総
務
課
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

登
録
資
格
　
保
母
の
資
格
又
は
、
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
お
お
む
ね

二
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
者
．

賃
金
　
日
給
一
．
．
f
一
．
百
円
程
度

申
し
込
み
期
間
　
四
月
、
一
卜
日
か
ら

四
月
二
卜
八
日
ま
で

申
し
込
み
用
紙
申
し
込
み
用
紙
及

び
詳
細
は
市
総
務
課
へ
．

　　　　　　燵潔蛸嚢豊遍蒔

　製造年月日と保存期閂
製造年月目

　「食品衛生法」と「乳及び乳製品の成
分規格に関する省令」で齪の飾に・・．鰯

また「農林物質の規格化および品質表　　一一・　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c◎曜
示の適正化に関する法律（J　A　S）」で　　　　r．…、．　　，

品質表示墓準が設定されている食品に　　　　　転』

は、製造年月臼の表示が義務づけられています。

　製造年月日とは、その食品の製造時の日何と考えるのが普

通ですが、法律上ではっきりした定義がないため、容器につ

めた年月日、加工年月日、出荷年月臼などが同一に扱われて

います。

保存期間

　法律上の定義つけはありませんが、一般に食品が一一定の条

件下で管理された時、衛生上、品質上安心して食べられる期

間と考えてよいでしょう。

　たとえば、食用油は常温で直射日光の当らない所に保存し

た時、封をきる前の缶入りと着色びんは2年間、透明びんは

／年半、フラスチックびんは1年位（日本油脂協会）が安贈

して食べられる期間といえます。

就
学
援
助
制
度
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
生
活
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
等
）
を

支
給
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
条
期
　
　
し
ま
い

　
　
　
　
　
の
る
　
　
存
ん
安

　
　
　
　
　
定
れ
　
保
び
が

　
　
　
　
　
一
ら
　
　
に
明
）

　
　
　
　
　
が
べ
　
所
透
会

　
　
　
　
　
品
食
　
　
い
＼
協

　
　
　
　
　
食
て
　
な
間
脂

　
　
　
　
　
に
し
　
　
ら
年
油

　
　
　
　
　
般
心
　
当
2
本

　
　
　
　
　
㎜
安
　
　
の
は
日

　
　
　
　
　
￥
上
　
　
光
ん
（

　
　
　
　
　
が
質
　
日
び
位

　
　
　
　
　
ん
品
　
射
色
年
。

　
　
　
　
　
せ
　
￥
　
直
着
1
す

　
　
　
　
　
ま
上
　
　
で
と
は
ま

　
　
　
　
　
り
生
。
温
り
ん
え

　
　
　
　
　
あ
衛
う
常
入
び
い

　
　
　
　
　
は
　
＼
よ
は
缶
ク
と

　
　
　
　
　
け
時
し
油
の
ツ
間

　
　
　
　
　
つ
た
で
用
前
チ
期

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
々
、
、
四

月
二
十
日
玄
’
、
・
行
コ
、
い
裳
す
の
げ
、
、
、

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各

小
・
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
申
し
出
て
・
＼
た
さ
い

　
詳
し
い
こ
レ
ほ
、
教
育
委
員
会
庶

務
課
（
盈
し
ー
．
．
、
一
』
番
内
線
二

七
、
．
．
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

昭
和
五
十
三
年
度
銃
砲
刀

剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催

　
日
時
（
予
定
）
…
κ
月
十
五
日
帽

し
月
十
四
日
圃
・
レ
月
十
六
日
㈲
・

↑
二
月
卜
五
日
樹
。
五
十
四
年
二
月

十
五
日
困
　
時
問
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
～
午
後
一
、
、
時
ま
で
．

　
場
所
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

　
持
参
す
る
も
の
…
■
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
■
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
受
理
証
■
登
録
手
数
料

一
件
に
つ
き
五
．
白
円
（
新
潟
県
収
入

証
紙
で
納
天
）
■
印
鑑

　
そ
の
他
…
登
録
審
査
会
で
登
録
手

続
等
を
行
う
者
は
、
登
録
申
請
者
本

人
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
事

巡回内職相談を実施
　新潟県では、つぎの要項により昭和53年度巡回内職相

談をf実力也しま一ず。

目日　時　毎月第3金曜日午前10時～午後3時まで

日場　所　市役所第1会議室

　　　　　　（日時により変更されることがあります）

■相談員　県の内職相談員また鉱地区内職相談員

その他詳しいことは市役所商工課へ（87－3111内線243）

叢遷灘饗

　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
し
た
五
人
の
委
員

で
組
織
さ
れ
、
教
育
行
政
を
担
当
す

る
機
関
で
す
。

　
教
育
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

「
教
育
長
」
を
中
心
に
、
学
校
教
育

や
社
会
教
育
な
ど
の
事
務
を
担
当
す

る
「
事
務
局
」
が
、
市
役
所
四
階
北

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
庶
務
課
（
庶
務
係
）
は
、

事
務
局
の
中
に
あ
っ
て
七
名
の
課
員

で
次
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
．

▼
学
校
の
校
舎
等
の
建
築
事
務

▼
校
舎
や
校
地
等
の
施
設
の
整
備

▼
教
材
・
教
具
の
整
備
等

▼
経
済
的
理
由
に
ょ
り
就
学
が
困
難

な
高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た

奨
学
金
の
貸
付
（
年
に
一
回
選
考
）

▼
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励

▼
小
・
中
学
校
の
就
学
事
務
等

　
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
、
小
・
中
学

校
の
就
学
援
助
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
教
委
庶
務
課
長
太
田
）

情
に
よ
り
代
人
が
行
う
場
合
は
登
録

申
請
者
の
家
族
ま
た
は
責
任
あ
る
者

が
行
う
こ
と
．
■
銃
砲
刀
剣
類
を
持

参
す
る
場
合
は
、
包
装
に
十
分
注
意

し
危
険
の
な
い
よ
う
に
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
日
町
第
一
団
　
三
万
八
千
五

百
八
十
三
円
▼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
『
’
乙

　
亀
態
咲

猛
薩
と
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り

、
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
巧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
彪
“

　
　
一
＼

五
万
三
千
七
百
八
十
円
　
▼
青
少
年

ホ
ー
ム
利
用
者
協
議
会
　
瓦
千
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
▼
大
島

ハ
ル
子
（
蕨
平
）
　
．
、
一
万
円
▼
根
津

陽
子
（
西
浦
東
）
　
五
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
湯
沢
勝
十
四
（
田
中
町
東
）

一
万
円
（
香
典
返
し
〉
▼
金
沢
市
代

（
馬
場
）
　
十
五
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
関
口
薫
（
稲
荷
町
二
）
二
万
κ
千

円
（
香
典
返
し
）
▼
宮
ド
歯
車
会

千
三
百
円
相
当
の
学
用
品
を
交
通
遺

七
う簿

〕
・
）

　　参β一触鵜師

　　　、・　』■

2

迄
、
桔

卒
督

◎置磁、幽・ン髪＼つ

児
二
十
一
名
に
そ
れ
多
、
れ
寄
贈
　
公

民
館
へ
▼
心
和
会
（
山
田
熊
蔵
代
表
）

、
万
丘
f
円
▼
山
口
誠
士
　
丸
テ
ー

ブ
ル
κ
脚
▼
下
条
地
区
婦
入
会
　
丸

テ
ー
ブ
ル
ニ
脚
▼
藤
巻
誠
　
ス
テ
レ

オ
一
台
▼
川
治
地
区
公
民
館
促
進
委

（
遠
田
文
平
代
表
）
　
騰
写
フ
ァ
ッ

ク
ス
他
一
．
．
十
二
件

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
二
十
一
日
囲
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
、
山
新
田
・
小
貫
・
殿

畑
・
東
枯
木
又
・
西
桔
木
又
　
▼
四

月
二
十
一
日
囲
　
正
午
～
午
後
四
時

ま
で
、
蕨
平
・
上
田
原
・
高
場
・
美

女
木
・
軽
沢
　
▼
四
月
二
十
四
日
旧

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
新
宮
．
土

市
の
一
部
　
▼
四
月
二
十
四
日
旧

午
後
一
時
～
四
時
圭
で
、
山
本
四
r
市

目
の
一
部
・
山
本
五
丁
目
・
本
町
．

r
目
上
、
下
・
本
町
東
一
r
目
の
一

部
・
本
町
二
丁
目
の
一
部
鳥

　　　の■市勢／人口…50，500人（男24，713・女25，787人）／世帯数…l　l，981／面積…211．44k㎡（3月1日現在）
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大地が顔を出しました　　　　　。
雪の下でウズウズしていた野球場やテニスコートが、早く使ってほし
いと呼ぴかけています。婦人バレーボール教室や、初心者テニス教室

も開講します。市民体育館・学校施設は開放中です。

冬のあいだ、家にとじこもってなまったからだを思う存分動かしてみ

ましょう。スポーツは健康の泉です。

　
　
　
　
　
　
　
市
の
屋
外
体
育
施
設

　
当
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
屋
外
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
造
成
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
現
在
使
用
で
き
る
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
利
用
者
が
年
々
増
え

て
お
り
、
十
分
な
施
設
が
完
備
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

信
濃
川
運
動
公
園
の
野
球
場
C
面
の
造
成
等
積
極
的
に
対
処
し
て
行
き

ま
す
。

　
■
野
球
場

《
使
用
料
》

　
各
野
球
場
の
使
用
料
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
申
し
込
み
受
付
け
は
市

民
体
育
館
事
務
室
で
行
い
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
は
無
料

で
す
。
事
前
に
使
用
申
し
込
み
を
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
市
庭
球
コ
ー
ト
（
城
ヶ
丘
）

を
使
用
す
る
場
合
、
市
民
体
育
館
か

ら
鍵
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　ナイターもできます……市営グラウンド（城ヶ丘）

畿麟臨滋　　國団圏国團図圏團　
吾畠曇蜜生百　　較　　　　　　》》・信濃川運動公園で《《ノ

籍影数薫・5月から、昨年秋完成した、信濃川運動公園のテ

岬警露翻講言諜雲讐議鴇ゑ

輪聡射二翻灘鷺1蕪

施
設
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

使
用
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

信
濃
川
運
動
公
園

野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
半
ま
で

一
チ
ー
ム

　
五
百
円

午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

午
後
四
時
半
か
ら
日
没
ま
で

日
没
か
ら
午
後
十
時
ま
で
（
ナ
イ
タ
ー
）

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

三
十
分
（
三
十
分
に
満
た
な
い
場
合
は
三
十
分
と
す

る
）
に
つ
き

内
野

九
百
円
，

外
野

六
百
円

太
田
島
野
球
場

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
日
没
ま
で

三
百
円

々鴬鶴倦‘，

　　　　　δマ》》

　　　　　　　　♂4ぐ蓉

　銘　　　　　　　「爆蚕

囹題1　　　　　　　㌔句

《時間割》

迎です。指導は、十日町市庭球協会の会員があた

ります。

　回第1回　5月14日（日）／午後1時～4時

　2回以降は、日曜・祭日に毎日開講しています。

受付は、当日会場で行います。

お問い合わせは、

　◎市教委社会教育課（費7－3111内274）

　◎市庭球協会　関谷吉次（費7－6079）

難

蘇
籔．

藤
壌
穣
曝
ま
す

午後5時半～7時半 午後7時半～9時半

月 卓　　　　球 卓球・羽球

火 籠球・排球 婦人ノ｛レーポール教室

水 羽球・卓球 排　　　　球

木 籠　　　　球 羽　　　　球

金 卓　　　　球 排　　　　球

土 アーチェリー

●
お
答
え
し
ま
す

　
学
校
開
放

㊨
　
学
校
の
体
育
館
を
、
継
続
的
に
、

二
十
名
位
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
使
用
し

た
い
の
で
す
が
。

⑱
　
現
在
、
九
校
を
学
校
開
放
の
指

定
校
に
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
学
校

の
場
合
は
、
学
校
開
放
利
用
申
込
書

を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
運
営
委
員
会
を
開
き
、
調
整
し
、

利
用
団
体
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
学
校
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

市民体育館使用料
＊
火
曜
日
は
五
月
十
六
日
～
七
月
十

一
日
、
九
月
五
日
～
十
月
三
十
一
日

の
間
前
半
は
午
後
七
時
ま
で
。

＊
五
・
七
・
九
・
十
一
月
の
第
二
水

曜
日
は
青
年
学
級
が
使
用
。

愚
蓼
⑬
愚
蓼
蓼
蓼
蓼
粟
⑬
蓼
蓼
函
曹
愚

蓼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

蓼
－
体
育
施
般
を
　
　
蓼

㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

㈱
。
・
攣
鍬
論

鷺
難
韓
鰍

面

場
　
　
　
　
イ

球野
　
　
マ
マ
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
、
年

ト
　
々
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一コ
　
と
り
わ
け
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は
盛

ス
ニ
況
で
す
。

テ　
　
市
教
委
で
は
今
年
も
、
健
康
増
進

面
と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

A場
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
き
ま
す
．

球
野
　
こ
の
機
会
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽

ら
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
、
》
、

か
し
さ
を
味
わ
・
て
み
て
は
し
カ
が
で

左
　
　
・

（
す
カ
。

景
米
期
　
日
米

全園
　
（
前
期
）
五
月
十
六
日
～
七
月
十
一

公動
　
日

運
　
（
後
期
）
九
月
五
目
～
十
月
一
．
、
十
一

濃
　
　
日

信　
　
毎
週
火
曜
日
（
ド
条
会
場
は
第
丁

　
．
．
∵
五
火
曜
日
）

　
米
時
　
間
米

　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
米
会
　
場
※

種
　
類

使　　　　用　　　　料

午前8時半
　～正午まで

午後1時

　～5時まで

午後6時

　～10時まで

競
技
場

10，000円 15，000円 19，000円

小
　
室

800円 800円 1，000円

男更
　衣
子室

500円 500円 500円

女更
　衣
子室

500円 500円 500円

／
、
、
　
　
。
7

【備考】

率営利又は営業上の目的で使用する場合の使用料は

　3倍とする。
零営利を目的としないが入場料を徴収し、または有

償の会員券を発行し使用する場合の使用料は2倍

　とする。

ゆ男子更衣室及び女子更衣室の使用料については、

会議、講習会等更衣の目的以外に使用する場合に

徴収する。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
、
⑥
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
竃
似

　
　
　
　
　
　
　
妥
　
綬

　
十
日
町
市
民
体
育
館
・
西
小
学
校
・

南
中
学
校
・
水
沢
中
学
校
・
吉
田
小

学
校
・
中
条
小
学
校
・
下
条
小
学
校

来
申
し
込
み
米

　
受
付
中
で
す
。
保
険
料
三
百
円
を

添
え
て
市
民
体
育
館
ま
た
は
関
係
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

米
講
　
師
米

　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

米
開
講
式
米

　
　
第
十
四
回
信
越
駅
伝
競
争
が
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

㊨
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す

る
場
合
は

⑧
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
場
合

は
、
各
学
校
の
判
断
で
、
学
校
行
事

に
支
障
の
な
い
範
田
で
罵
放
し
ま
す
。

直
棲
学
校
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月
二
十
九
日
、
上
越
市
～
長
野

市
間
の
七
十
九
・
一
．
一
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
十
日
町
ク
ラ

ブ
が
初
優
勝
し
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
に
は
、
三
十
四
チ

ー
ム
（
．
長
野
二
十
八
・
新
潟
六
）

が
参
加
し
、
実
業
団
の
強
豪
養

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

㊨
・
屋
外
体
育
施
設
の
使
用
申
し
込

み
方
法
は

⑱
　
学
校
施
般
を
使
用
す
る
場
合
は
、

直
接
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

野
球
場
（
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
信
濃

川
運
動
公
園
・
太
田
島
野
球
場
）
は

市
民
体
育
館
に
お
願
い
し
ま
す
。
市

民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
西
小
学
校
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
行
事
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
許
可
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
野
球
の
場
合
、
ス
パ
イ

ク
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
肇
ト
は
、
礁
前
に
申
し

込
み
の
必
饗
は
あ
砂
ま
せ
ん
。

㊨
　
日
曜
や
祭
日
に
、
一
日
、
大
会

な
ど
で
使
用
す
る
場
合
は
？

⑧
　
継
続
的
で
な
く
、
備
日
間
だ
け

利
用
す
る
場
合
は
、
直
接
学
校
側
と

協
議
し
て
、
学
校
行
事
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
五
月
十
六
日
㈹
・
午
後
七
時
半
か

ら
市
民
体
育
館
で
、
参
加
者
全
員
に

よ
り
開
講
式
を
行
い
ま
す
．

　
体
育
館
以
外
で
参
加
希
望
の
方
も

の
優
勝
で
す
。
（
記
録
は
四
時
間
三

十日町クラブ初優勝

　～信越駅伝競争

十
五
分
七
秒
）

　
十
日
町
ク
ラ
ブ
の
今
年
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
．

　
参
加
選
手
は
、
監
督
矢
口
栄
市

さ
ん
以
ド
、
俵
山
慈
郎
、
江
村
博

己
、
桑
原
敏
行
、
越
村
政
己
、
品

川
達
平
、
大
熊
政
信
、
春
日
文
夫

命
酒
チ
ー
ム
の
五
連
覇
を
は
ば
ん
で
　
　
貝
瀬
秀
行
の
皆
さ
ん
で
す
．

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の
服

装
は
統
一
し
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
で
き
る
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市民総合グラウンド（西小）

⑭
野
球
場
み
使
用
申
請
を
し
て
い

た
が
、
雨
が
降
っ
て
使
用
で
き
な
か

っ
た
場
合
は

⑰
富
艮
体
育
館
に
ご
連
絡
く
だ
ざ

い
。
現
在
、
ナ
イ
タ
ポ
を
除
く
使
用

料
は
前
纏
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
ま

す
の
で
お
返
し
し
家
す
銑

㊨
　
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
し
た
場
合
の

料
金
は
、
ま
た
支
払
い
方
法
は

㊨
　
ナ
イ
タ
ー
の
使
用
料
金
は
三
十

分
、
手
五
百
円
で
す
。
一
時
間
半
使

使
用
し
た
場
合
は
、
四
千
五
百
円
に
・

な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用

料
が
試
合
の
場
合
手
円
で
す
か
ら
合

計
五
千
五
百
円
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
は
、
使
用
後
、
お
送
り
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
に
は
ケ
ガ
が
つ
き
も
の
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
か
け
て
、
思

う
存
分
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
、
早
起

き
野
球
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
場
合

年
間
保
険
料
が
三
百
円
で
、
保
険
金

額
は
死
亡
三
百
万
円
、
医
療
保
険
金

日
額
、
人
院
千
五
百
円
、
非
人
院
千

円
で
す
。
詳
細
は
社
会
教
育
課
へ
。
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大地が顔を出しました　　　　　。
雪の下でウズウズしていた野球場やテニスコートが、早く使ってほし
いと呼ぴかけています。婦人バレーボール教室や、初心者テニス教室

も開講します。市民体育館・学校施設は開放中です。

冬のあいだ、家にとじこもってなまったからだを思う存分動かしてみ

ましょう。スポーツは健康の泉です。

　
　
　
　
　
　
　
市
の
屋
外
体
育
施
設

　
当
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
屋
外
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
造
成
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
現
在
使
用
で
き
る
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
利
用
者
が
年
々
増
え

て
お
り
、
十
分
な
施
設
が
完
備
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

信
濃
川
運
動
公
園
の
野
球
場
C
面
の
造
成
等
積
極
的
に
対
処
し
て
行
き

ま
す
。

　
■
野
球
場

《
使
用
料
》

　
各
野
球
場
の
使
用
料
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
申
し
込
み
受
付
け
は
市

民
体
育
館
事
務
室
で
行
い
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
は
無
料

で
す
。
事
前
に
使
用
申
し
込
み
を
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
市
庭
球
コ
ー
ト
（
城
ヶ
丘
）

を
使
用
す
る
場
合
、
市
民
体
育
館
か

ら
鍵
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　ナイターもできます……市営グラウンド（城ヶ丘）

畿麟臨滋　　國団圏国團図圏團　
吾畠曇蜜生百　　較　　　　　　》》・信濃川運動公園で《《ノ

籍影数薫・5月から、昨年秋完成した、信濃川運動公園のテ

岬警露翻講言諜雲讐議鴇ゑ

輪聡射二翻灘鷺1蕪

施
設
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

使
用
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

信
濃
川
運
動
公
園

野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
半
ま
で

一
チ
ー
ム

　
五
百
円

午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

午
後
四
時
半
か
ら
日
没
ま
で

日
没
か
ら
午
後
十
時
ま
で
（
ナ
イ
タ
ー
）

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

三
十
分
（
三
十
分
に
満
た
な
い
場
合
は
三
十
分
と
す

る
）
に
つ
き

内
野

九
百
円
，

外
野

六
百
円

太
田
島
野
球
場

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
日
没
ま
で

三
百
円

々鴬鶴倦‘，

　　　　　δマ》》

　　　　　　　　♂4ぐ蓉

　銘　　　　　　　「爆蚕

囹題1　　　　　　　㌔句

《時間割》

迎です。指導は、十日町市庭球協会の会員があた

ります。

　回第1回　5月14日（日）／午後1時～4時

　2回以降は、日曜・祭日に毎日開講しています。

受付は、当日会場で行います。

お問い合わせは、

　◎市教委社会教育課（費7－3111内274）

　◎市庭球協会　関谷吉次（費7－6079）

難

蘇
籔．

藤
壌
穣
曝
ま
す

午後5時半～7時半 午後7時半～9時半

月 卓　　　　球 卓球・羽球

火 籠球・排球 婦人ノ｛レーポール教室

水 羽球・卓球 排　　　　球

木 籠　　　　球 羽　　　　球

金 卓　　　　球 排　　　　球

土 アーチェリー

●
お
答
え
し
ま
す

　
学
校
開
放

㊨
　
学
校
の
体
育
館
を
、
継
続
的
に
、

二
十
名
位
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
使
用
し

た
い
の
で
す
が
。

⑱
　
現
在
、
九
校
を
学
校
開
放
の
指

定
校
に
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
学
校

の
場
合
は
、
学
校
開
放
利
用
申
込
書

を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
運
営
委
員
会
を
開
き
、
調
整
し
、

利
用
団
体
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
学
校
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

市民体育館使用料
＊
火
曜
日
は
五
月
十
六
日
～
七
月
十

一
日
、
九
月
五
日
～
十
月
三
十
一
日

の
間
前
半
は
午
後
七
時
ま
で
。

＊
五
・
七
・
九
・
十
一
月
の
第
二
水

曜
日
は
青
年
学
級
が
使
用
。

愚
蓼
⑬
愚
蓼
蓼
蓼
蓼
粟
⑬
蓼
蓼
函
曹
愚

蓼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

蓼
－
体
育
施
般
を
　
　
蓼

㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

㈱
。
・
攣
鍬
論

鷺
難
韓
鰍

面

場
　
　
　
　
イ

球野
　
　
マ
マ
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
、
年

ト
　
々
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一コ
　
と
り
わ
け
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は
盛

ス
ニ
況
で
す
。

テ　
　
市
教
委
で
は
今
年
も
、
健
康
増
進

面
と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

A場
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
き
ま
す
．

球
野
　
こ
の
機
会
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽

ら
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
、
》
、

か
し
さ
を
味
わ
・
て
み
て
は
し
カ
が
で

左
　
　
・

（
す
カ
。

景
米
期
　
日
米

全園
　
（
前
期
）
五
月
十
六
日
～
七
月
十
一

公動
　
日

運
　
（
後
期
）
九
月
五
目
～
十
月
一
．
、
十
一

濃
　
　
日

信　
　
毎
週
火
曜
日
（
ド
条
会
場
は
第
丁

　
．
．
∵
五
火
曜
日
）

　
米
時
　
間
米

　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
米
会
　
場
※

種
　
類

使　　　　用　　　　料

午前8時半
　～正午まで

午後1時

　～5時まで

午後6時

　～10時まで

競
技
場

10，000円 15，000円 19，000円

小
　
室

800円 800円 1，000円

男更
　衣
子室

500円 500円 500円

女更
　衣
子室

500円 500円 500円

／
、
、
　
　
。
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【備考】

率営利又は営業上の目的で使用する場合の使用料は

　3倍とする。
零営利を目的としないが入場料を徴収し、または有

償の会員券を発行し使用する場合の使用料は2倍

　とする。

ゆ男子更衣室及び女子更衣室の使用料については、

会議、講習会等更衣の目的以外に使用する場合に

徴収する。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
、
⑥
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
竃
似

　
　
　
　
　
　
　
妥
　
綬

　
十
日
町
市
民
体
育
館
・
西
小
学
校
・

南
中
学
校
・
水
沢
中
学
校
・
吉
田
小

学
校
・
中
条
小
学
校
・
下
条
小
学
校

来
申
し
込
み
米

　
受
付
中
で
す
。
保
険
料
三
百
円
を

添
え
て
市
民
体
育
館
ま
た
は
関
係
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

米
講
　
師
米

　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

米
開
講
式
米

　
　
第
十
四
回
信
越
駅
伝
競
争
が
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

㊨
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す

る
場
合
は

⑧
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
場
合

は
、
各
学
校
の
判
断
で
、
学
校
行
事

に
支
障
の
な
い
範
田
で
罵
放
し
ま
す
。

直
棲
学
校
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月
二
十
九
日
、
上
越
市
～
長
野

市
間
の
七
十
九
・
一
．
一
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
十
日
町
ク
ラ

ブ
が
初
優
勝
し
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
に
は
、
三
十
四
チ

ー
ム
（
．
長
野
二
十
八
・
新
潟
六
）

が
参
加
し
、
実
業
団
の
強
豪
養

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

㊨
・
屋
外
体
育
施
設
の
使
用
申
し
込

み
方
法
は

⑱
　
学
校
施
般
を
使
用
す
る
場
合
は
、

直
接
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

野
球
場
（
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
信
濃

川
運
動
公
園
・
太
田
島
野
球
場
）
は

市
民
体
育
館
に
お
願
い
し
ま
す
。
市

民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
西
小
学
校
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
行
事
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
許
可
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
野
球
の
場
合
、
ス
パ
イ

ク
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
肇
ト
は
、
礁
前
に
申
し

込
み
の
必
饗
は
あ
砂
ま
せ
ん
。

㊨
　
日
曜
や
祭
日
に
、
一
日
、
大
会

な
ど
で
使
用
す
る
場
合
は
？

⑧
　
継
続
的
で
な
く
、
備
日
間
だ
け

利
用
す
る
場
合
は
、
直
接
学
校
側
と

協
議
し
て
、
学
校
行
事
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
五
月
十
六
日
㈹
・
午
後
七
時
半
か

ら
市
民
体
育
館
で
、
参
加
者
全
員
に

よ
り
開
講
式
を
行
い
ま
す
．

　
体
育
館
以
外
で
参
加
希
望
の
方
も

の
優
勝
で
す
。
（
記
録
は
四
時
間
三

十日町クラブ初優勝

　～信越駅伝競争

十
五
分
七
秒
）

　
十
日
町
ク
ラ
ブ
の
今
年
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
．

　
参
加
選
手
は
、
監
督
矢
口
栄
市

さ
ん
以
ド
、
俵
山
慈
郎
、
江
村
博

己
、
桑
原
敏
行
、
越
村
政
己
、
品

川
達
平
、
大
熊
政
信
、
春
日
文
夫

命
酒
チ
ー
ム
の
五
連
覇
を
は
ば
ん
で
　
　
貝
瀬
秀
行
の
皆
さ
ん
で
す
．

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の
服

装
は
統
一
し
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
で
き
る
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市民総合グラウンド（西小）

⑭
野
球
場
み
使
用
申
請
を
し
て
い

た
が
、
雨
が
降
っ
て
使
用
で
き
な
か

っ
た
場
合
は

⑰
富
艮
体
育
館
に
ご
連
絡
く
だ
ざ

い
。
現
在
、
ナ
イ
タ
ポ
を
除
く
使
用

料
は
前
纏
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
ま

す
の
で
お
返
し
し
家
す
銑

㊨
　
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
し
た
場
合
の

料
金
は
、
ま
た
支
払
い
方
法
は

㊨
　
ナ
イ
タ
ー
の
使
用
料
金
は
三
十

分
、
手
五
百
円
で
す
。
一
時
間
半
使

使
用
し
た
場
合
は
、
四
千
五
百
円
に
・

な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用

料
が
試
合
の
場
合
手
円
で
す
か
ら
合

計
五
千
五
百
円
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
は
、
使
用
後
、
お
送
り
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
に
は
ケ
ガ
が
つ
き
も
の
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
か
け
て
、
思

う
存
分
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
、
早
起

き
野
球
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
場
合

年
間
保
険
料
が
三
百
円
で
、
保
険
金

額
は
死
亡
三
百
万
円
、
医
療
保
険
金

日
額
、
人
院
千
五
百
円
、
非
人
院
千

円
で
す
。
詳
細
は
社
会
教
育
課
へ
。
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保
険
料
納
入
袋
を
配
布

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
域

の
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
通

じ
、
保
険
料
納
入
袋
を
配
布

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
国
民
年

金
委
員
会
議
の
席
上
、
　
「
保

険
料
は
年
々
引
上

げ
ら
れ
て
お
り
、

被
保
険
者
の
な
か

に
は
、
二
ヵ
月
分

を
ま
と
め
て
集
金

さ
れ
る
と
金
額
が

か
さ
み
、
負
担
し

き
れ
な
い
人
が
で

る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
加
入
者
が
一

ヵ
月
分
の
保
険
料
相
当
額
を
保
管
で

き
る
袋
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
配

布
し
た
も
の
で
す
。

　
配
布
は
、
加
入
者
一
世
帯
あ
た
り

一
枚
ず
つ
と
し
ま
す
が
、
破
け
た
り
、

　保険斜顧
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紛
失
し
た
場
合
、
市
民
課
国
民
年
金

係
に
連
絡
い
た
だ
け
ば
す
ぐ
お
送
り

し
ま
す
。
皆
さ
ん
方
か
ら
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
．
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●保険料納入袋の特徴

○年金委員さんと町内の被保険者で集金日を定め

ていただく集金予定欄を設けたこと。

O年金番号は、その人の一生を通じて変r）ないも

ので、将来の年金裁定請求には必要なものですの

で、忘れることのないよう家族全員の年金番号控

欄をつくったこと。

Oまたこの納入袋は、保険料の保管のほか、家族

全員の年金手帳や保険料領収書入れ等に利用され

ると便利です。

※
国
民
年
金
の

　
　
　
　
手
続
き
ご
案
内
来

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き

　
手
続
き
す
る
と
こ
ろ
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
で
す
。
手
続

き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、
他

の
年
金
制
度
を
や
め
て
加
入
す
る

人
は
、
そ
の
組
合
員
証
ま
た
は
厚

生
年
金
被
保
険
者
証
。
国
民
年
金

に
再
加
入
す
る
人
は
国
民
年
金
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
は

　
．
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
…
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
　
6

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
…
未
納
保

険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
、
飼
民

年
金
を
転
出
先
の
市
町
村
の
年
金

係
へ
提
示
す
る
。
o
市
外
か
ら
転

入
し
た
と
き
：
国
民
年
金
手
綴
と

印
鑑
　
ロ
飽
の
年
金
制
度
に
触
入

し
た
と
き
…
あ
ら
た
に
取
得
し
た

被
保
険
者
証
く
紐
合
員
証
V
と
国
民

年
金
手
帳
と
印
鑑
　
0
任
意
で
加

入
し
て
い
た
人
が
や
め
た
と
ざ
：

国
民
年
金
手
帳

　
以
上
す
ぐ
層
け
出
て
く
だ
さ
い
。

、
♂
宙
昼
舞
貴
霧
蒔
穫

　
市
で
は
、
去
る
四
月
十
四
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
市
内
各
地
で
昭
和
五

趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
ミ
桑
趣
ミ
趣
趣
桑
ミ
ミ
趣
趣
趣
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
趣
ミ
趣
趣
き
き
ミ
趣
趣
ミ
趣
趣
趣
桑
趣
趣
趣

●国民年金の保険料を納めましょう

　人の一生には、たとえば年をとると働けなくなったり、不幸

にして病気や事故で障害者になったり、一家の大黒柱を失うこ

とがあります。

　これr）に共通していることは、みな収入を得る力がなくなっ

たときのことですが、それを個人の力で十分準備しておくこと

は決して生やさしいことではありません。

　このようなときに、その生活の担い手となるのが国民年金で

す。いオ）ば、年金は長い人生航路の船頭としての重要な役割を

してくれます。

　万一の場合に所得保障をしてくれるこの年金も、保険料を納

め忘れにしておきますと、受けられないことがあります。

　また、保険料を滞納しますと、ますます額がかさみ、いっそ

う納めにくくなります。ですかr）、年金委員さんが保険料の集

金に伺った際は、必ずキチンと納

めるようお願いいたします。

保険料が4月から

　　引上げられました

国民年金の保険料が、ことし4

㊥幽
蜘謎

月から、1ヵ月2，730円に改められました。

　十日町市は、2ヵ月徴収を行っていますので定額分で5，460円

付加年金加入は6，260円とな1）ます。

　国民年金は、給付費用の3分の1を国庫が負担しながら、老

齢年金を初め各種年金を、物価の上昇にくらべて目減りしない

ように毎年引上げてきました．

　昨年も、物価スライドによって給付費を9．4％引上げました

ので、このふえた給付費に引当てるため、ことしの4月かr）保

険料も改めたわけです。

　またことしの7月には、年金給付費の7．6％引上げが予定さ

れています。

　国民年金をよりよくするため、保険料の納付にご協力くだ

さい。

十
三
年
度
国
民
年
金
委
員
会
議
を
開

催
し
、
国
民
年
金
業
務
全
般
に
わ
た

っ
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
二
百
三
十
七
名
の
国
民
年

金
委
員
さ
ん
に
は
、
今
後
そ
の
地
域

及
び
町
内
の
保
険
料
の
集
金
や
年
金

相
談
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
席
上
、
国
民
年
金
委

員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
協

力
い
た
だ
い
た
納
付
組
合
長

及
び
、
保
険
料
の
収
納
等
が

特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
優

良
納
付
組
合
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

◆
表
彰
組
合
長
◆

滝
沢
貞
子
、
野
村
重
一

◆
表
彰
納
入
組
合
◆

北
鐙
坂
第
一
・
二
・
一
二
納
付

組
合
、
大
田
島
第
一
、
・
二
・

三
納
付
組
合
、
田
川
町
三
丁

目
納
付
組
合
、
北
新
田
第
一

納
付
組
合
、
中
村
納
付
組
合
、

岩
野
納
付
組
合
、
下
町
納
付

組
合

▼
写
真
▲

㊤
去
る
四
月
十
八
日
に
市

役
所
で
開
催
さ
れ
た
、
十
日

町
地
区
の
国
民
年
金
会
議

㊦
席
上
、
春
日
市
長
か
ら

感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
る
、
根

津
策
次
さ
ん
（
田
川
町
三
丁

目
納
付
組
合
）

帖
藻

遭
ρ
鴬

第3種郵便物認可）昭和畔5月10日

市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
開
か
れ
る

　
市
で
は
、
四
月
一
日
付
で
昭
和
五

十
三
年
度
の
市
政
事
務
嘱
託
員
、
二

百
六
十
五
名
を
委
嘱
し
、
去
る
五
月

二
日
午
後
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
市

地区　名 嘱託員数 回章数 世帯数

十　日　町 70 359 3，576

中　　　条 50 280 2，570

川　　　治 49 223 2，258

六　　　箇 7 35 211

吉　　　田 17 98 896

下　　　条 27 124 962

水　　　沢 45 224 1，652

全　　　市 265 1，343 12，125

（世帯数は4月1日現在嘱託員届出数）

政
事
務
嘱
託
員
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。　

会
議
は
、
春
日
市
長
の
「
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
は
、
市
民
と
市
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
ま
し

た
。　

各
課
長
紹
介
の
あ
と
、
池
田
助
役

か
ら
五
十
三
年
度
市
政
の
概
要
説
明

が
あ
り
、
嘱
託
員
さ
ん
と
の
間
で
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
市
役
所
に
対
す
る
要
望
は
、

年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
行

政
が
、
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

嘱
託
員
さ
ん
方
に
は
、
一
年
間
、
市

の
事
務
の
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

鱗翻麟

　
教
育
委
員
会
事
務
局
に
は
庶
務
課
、

社
会
教
育
課
、
学
校
教
育
課
の
三
つ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
学
校
教
育
課
は
、
わ
ず

か
三
名
の
職
員
で
つ
ぎ
の
仕
事
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
教
職
員
の
任
免
（
産
代
教
員
、

病
気
代
用
教
員
他
）
及
び
教
職
員
の

人
事
に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
就
学
に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
教
科
用
図
書
の
採
択

に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
に
関
す
る

とお”ρ3（5）

こ
と
。

●
教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

●
教
職
員
、
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生

及
び
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

●
学
校
図
書
館
に
関
す
る
こ
と
。

●
学
校
給
食
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

●
理
科
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
学
校
教
育
の
指
導
に
関
す

る
こ
と
。

　
こ
の
ほ
か
に
十
日
町
市
、
中
魚
沼

郡
担
当
の
地
区
指
導
主
事
一
名
が
お

り
、
学
校
運
営
、
学
習
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
各
学
校
を
訪
問
し
、
教

職
員
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
（
教
委
学
校
教
育
課
長
白
岩
）

．蕊馨　専決処分等を承認

　市議会第2回、第3回臨時会は、4月12日、5月6日にそれぞ
れ開催されました。

　この2回の臨時会は、昭和52年度十日町市一般会計補正予算の専

決処分の承認を求める案件が主なものでした。

■一般会計補正予算（昭和52年度）

　専決処分、2億9，633万8千円を追加し、総額64億4，047万5千円と

なりました。（第2回臨時会分）

　専決処分40万円を追加し、総額64億4，087万5千円となりました。

（第3回臨時会分）

■市税条例の一部改正を承認

　市民税法人均等割額の改正、特別土地保有税の改正等が行われま

した。

■一般会計補正予算（昭和53年度）

　12万2千円を追加し総額62億5，612万2千円とな1）ました。歳出は

選挙費（県知事選挙）の追加です。（第2回臨時会分）

　2，443万3千円追加し、総額62億8，055万5千円とな1）ました。歳出

の主なものは、民生費（身体障害者福祉会館建設工事費追加）教育

費（鐙島小屋体改築工事費追加）等です。（第3回臨時会分）

「山菓とりにきても、ゴ

ミを残さないで』と訴え

る　春川熊三郎さん
　　　（小貫・嘱託員）

緑
の
羽
根
募
金

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
緑

の
羽
根
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
＋
日
町
中
学
、
南
中
学

の
、
両
校
の
生
徒
も
街
頭
募
金
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
二
十
九
万
六

千
四
百
四
十
二
円
に
の
ぽ
り
、
昨
年

よ
り
四
万
八
千
三
百
九
十
七
円
の
増

で
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
国
土
の
緑
化
、
学

校
林
造
成
、
福
祉
施
設
の
緑
化
、
各

種
の
植
林
事
業
な
ど
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
、
こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

響、げ一ノ　　　＿

◆
ユ
ニ
ー
ク
な
交
運
安
全
運
動

　
国
道
二
七
号
線
を
走
っ
て
い
た

ら
、
交
通
安
全
の
ユ
ニ
ー
ク
な
看
板

が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
人

が
描
い
て
い
る
の
か
知
り
た
く
な
っ

て
看
板
の
出
て
い
た
滝
文
工
業
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
安
全
運
動
を
す
す
め
て

い
る
人
は
、
安
全
運
転
管
理
者
の
小

川
静
夫
さ
ん
．
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て

い
る
人
は
デ
ザ
イ
ン
課
の
佐
藤
雄
二

さ
ん
で
し
た
。

　
小
川
さ
ん
の
話
し
で
は
、
職
場
ぐ

る
み
で
交
通
安
全
運
動
を
は
じ
め
た

の
は
今
か
ら
三
年
前
で
、
社
員
の
起

こ
し
た
事
故
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
れ
以
来
、
安
全
運
動
期
間
だ
け

で
な
く
、
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
”
運
転
し
て
い
る
時

に
家
庭
を
思
い
、
出
さ
せ
る
よ
う
な
、

あ
っ
た
か
い
ム
ー
ド
の
も
の
を
”
“
疲

れ
て
帰
え
る
時
に
イ
ラ
イ
ラ
を
押
え

て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
を
”
描
く
よ

う
に
し
て
い
る
と
佐
藤
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
会
社
の
構
内
に
は
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
ポ

ス
タ
ー
が
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
仕
事
の
余
暇
に
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
の
ニ
ユ
ー
ク
な
活
動
が
、
い
つ
ま
で

も
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（写真右）交通安全ポスターをは

さんで左が佐藤雄二さん、右が小
川静夫さん。　（写真上）交通安全

を呼びかける手づくりのポスター
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保
険
料
納
入
袋
を
配
布

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
域

の
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
通

じ
、
保
険
料
納
入
袋
を
配
布

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
国
民
年

金
委
員
会
議
の
席
上
、
　
「
保

険
料
は
年
々
引
上

げ
ら
れ
て
お
り
、

被
保
険
者
の
な
か

に
は
、
二
ヵ
月
分

を
ま
と
め
て
集
金

さ
れ
る
と
金
額
が

か
さ
み
、
負
担
し

き
れ
な
い
人
が
で

る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
加
入
者
が
一

ヵ
月
分
の
保
険
料
相
当
額
を
保
管
で

き
る
袋
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
配

布
し
た
も
の
で
す
。

　
配
布
は
、
加
入
者
一
世
帯
あ
た
り

一
枚
ず
つ
と
し
ま
す
が
、
破
け
た
り
、

　保険斜顧
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紛
失
し
た
場
合
、
市
民
課
国
民
年
金

係
に
連
絡
い
た
だ
け
ば
す
ぐ
お
送
り

し
ま
す
。
皆
さ
ん
方
か
ら
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
．
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●保険料納入袋の特徴

○年金委員さんと町内の被保険者で集金日を定め

ていただく集金予定欄を設けたこと。

O年金番号は、その人の一生を通じて変r）ないも

ので、将来の年金裁定請求には必要なものですの

で、忘れることのないよう家族全員の年金番号控

欄をつくったこと。

Oまたこの納入袋は、保険料の保管のほか、家族

全員の年金手帳や保険料領収書入れ等に利用され

ると便利です。

※
国
民
年
金
の

　
　
　
　
手
続
き
ご
案
内
来

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き

　
手
続
き
す
る
と
こ
ろ
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
で
す
。
手
続

き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、
他

の
年
金
制
度
を
や
め
て
加
入
す
る

人
は
、
そ
の
組
合
員
証
ま
た
は
厚

生
年
金
被
保
険
者
証
。
国
民
年
金

に
再
加
入
す
る
人
は
国
民
年
金
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
は

　
．
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
…
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
　
6

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
…
未
納
保

険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
、
飼
民

年
金
を
転
出
先
の
市
町
村
の
年
金

係
へ
提
示
す
る
。
o
市
外
か
ら
転

入
し
た
と
き
：
国
民
年
金
手
綴
と

印
鑑
　
ロ
飽
の
年
金
制
度
に
触
入

し
た
と
き
…
あ
ら
た
に
取
得
し
た

被
保
険
者
証
く
紐
合
員
証
V
と
国
民

年
金
手
帳
と
印
鑑
　
0
任
意
で
加

入
し
て
い
た
人
が
や
め
た
と
ざ
：

国
民
年
金
手
帳

　
以
上
す
ぐ
層
け
出
て
く
だ
さ
い
。

、
♂
宙
昼
舞
貴
霧
蒔
穫

　
市
で
は
、
去
る
四
月
十
四
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
市
内
各
地
で
昭
和
五

趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
趣
ミ
桑
趣
ミ
趣
趣
桑
ミ
ミ
趣
趣
趣
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
趣
ミ
趣
趣
き
き
ミ
趣
趣
ミ
趣
趣
趣
桑
趣
趣
趣

●国民年金の保険料を納めましょう

　人の一生には、たとえば年をとると働けなくなったり、不幸

にして病気や事故で障害者になったり、一家の大黒柱を失うこ

とがあります。

　これr）に共通していることは、みな収入を得る力がなくなっ

たときのことですが、それを個人の力で十分準備しておくこと

は決して生やさしいことではありません。

　このようなときに、その生活の担い手となるのが国民年金で

す。いオ）ば、年金は長い人生航路の船頭としての重要な役割を

してくれます。

　万一の場合に所得保障をしてくれるこの年金も、保険料を納

め忘れにしておきますと、受けられないことがあります。

　また、保険料を滞納しますと、ますます額がかさみ、いっそ

う納めにくくなります。ですかr）、年金委員さんが保険料の集

金に伺った際は、必ずキチンと納

めるようお願いいたします。

保険料が4月から

　　引上げられました

国民年金の保険料が、ことし4

㊥幽
蜘謎

月から、1ヵ月2，730円に改められました。

　十日町市は、2ヵ月徴収を行っていますので定額分で5，460円

付加年金加入は6，260円とな1）ます。

　国民年金は、給付費用の3分の1を国庫が負担しながら、老

齢年金を初め各種年金を、物価の上昇にくらべて目減りしない

ように毎年引上げてきました．

　昨年も、物価スライドによって給付費を9．4％引上げました

ので、このふえた給付費に引当てるため、ことしの4月かr）保

険料も改めたわけです。

　またことしの7月には、年金給付費の7．6％引上げが予定さ

れています。

　国民年金をよりよくするため、保険料の納付にご協力くだ

さい。

十
三
年
度
国
民
年
金
委
員
会
議
を
開

催
し
、
国
民
年
金
業
務
全
般
に
わ
た

っ
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
二
百
三
十
七
名
の
国
民
年

金
委
員
さ
ん
に
は
、
今
後
そ
の
地
域

及
び
町
内
の
保
険
料
の
集
金
や
年
金

相
談
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
席
上
、
国
民
年
金
委

員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
協

力
い
た
だ
い
た
納
付
組
合
長

及
び
、
保
険
料
の
収
納
等
が

特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
優

良
納
付
組
合
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

◆
表
彰
組
合
長
◆

滝
沢
貞
子
、
野
村
重
一

◆
表
彰
納
入
組
合
◆

北
鐙
坂
第
一
・
二
・
一
二
納
付

組
合
、
大
田
島
第
一
、
・
二
・

三
納
付
組
合
、
田
川
町
三
丁

目
納
付
組
合
、
北
新
田
第
一

納
付
組
合
、
中
村
納
付
組
合
、

岩
野
納
付
組
合
、
下
町
納
付

組
合

▼
写
真
▲

㊤
去
る
四
月
十
八
日
に
市

役
所
で
開
催
さ
れ
た
、
十
日

町
地
区
の
国
民
年
金
会
議

㊦
席
上
、
春
日
市
長
か
ら

感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
る
、
根

津
策
次
さ
ん
（
田
川
町
三
丁

目
納
付
組
合
）

帖
藻

遭
ρ
鴬

第3種郵便物認可）昭和畔5月10日

市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
開
か
れ
る

　
市
で
は
、
四
月
一
日
付
で
昭
和
五

十
三
年
度
の
市
政
事
務
嘱
託
員
、
二

百
六
十
五
名
を
委
嘱
し
、
去
る
五
月

二
日
午
後
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
市

地区　名 嘱託員数 回章数 世帯数

十　日　町 70 359 3，576

中　　　条 50 280 2，570

川　　　治 49 223 2，258

六　　　箇 7 35 211

吉　　　田 17 98 896

下　　　条 27 124 962

水　　　沢 45 224 1，652

全　　　市 265 1，343 12，125

（世帯数は4月1日現在嘱託員届出数）

政
事
務
嘱
託
員
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。　

会
議
は
、
春
日
市
長
の
「
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
は
、
市
民
と
市
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
ま
し

た
。　

各
課
長
紹
介
の
あ
と
、
池
田
助
役

か
ら
五
十
三
年
度
市
政
の
概
要
説
明

が
あ
り
、
嘱
託
員
さ
ん
と
の
間
で
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
市
役
所
に
対
す
る
要
望
は
、

年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
行

政
が
、
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

嘱
託
員
さ
ん
方
に
は
、
一
年
間
、
市

の
事
務
の
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

鱗翻麟

　
教
育
委
員
会
事
務
局
に
は
庶
務
課
、

社
会
教
育
課
、
学
校
教
育
課
の
三
つ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
学
校
教
育
課
は
、
わ
ず

か
三
名
の
職
員
で
つ
ぎ
の
仕
事
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
教
職
員
の
任
免
（
産
代
教
員
、

病
気
代
用
教
員
他
）
及
び
教
職
員
の

人
事
に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
就
学
に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
教
科
用
図
書
の
採
択

に
関
す
る
こ
と
。

●
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
に
関
す
る

とお”ρ3（5）

こ
と
。

●
教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

●
教
職
員
、
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生

及
び
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

●
学
校
図
書
館
に
関
す
る
こ
と
。

●
学
校
給
食
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

●
理
科
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
学
校
教
育
の
指
導
に
関
す

る
こ
と
。

　
こ
の
ほ
か
に
十
日
町
市
、
中
魚
沼

郡
担
当
の
地
区
指
導
主
事
一
名
が
お

り
、
学
校
運
営
、
学
習
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
各
学
校
を
訪
問
し
、
教

職
員
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
（
教
委
学
校
教
育
課
長
白
岩
）

．蕊馨　専決処分等を承認

　市議会第2回、第3回臨時会は、4月12日、5月6日にそれぞ
れ開催されました。

　この2回の臨時会は、昭和52年度十日町市一般会計補正予算の専

決処分の承認を求める案件が主なものでした。

■一般会計補正予算（昭和52年度）

　専決処分、2億9，633万8千円を追加し、総額64億4，047万5千円と

なりました。（第2回臨時会分）

　専決処分40万円を追加し、総額64億4，087万5千円となりました。

（第3回臨時会分）

■市税条例の一部改正を承認

　市民税法人均等割額の改正、特別土地保有税の改正等が行われま

した。

■一般会計補正予算（昭和53年度）

　12万2千円を追加し総額62億5，612万2千円とな1）ました。歳出は

選挙費（県知事選挙）の追加です。（第2回臨時会分）

　2，443万3千円追加し、総額62億8，055万5千円とな1）ました。歳出

の主なものは、民生費（身体障害者福祉会館建設工事費追加）教育

費（鐙島小屋体改築工事費追加）等です。（第3回臨時会分）

「山菓とりにきても、ゴ

ミを残さないで』と訴え

る　春川熊三郎さん
　　　（小貫・嘱託員）

緑
の
羽
根
募
金

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
緑

の
羽
根
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
＋
日
町
中
学
、
南
中
学

の
、
両
校
の
生
徒
も
街
頭
募
金
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
二
十
九
万
六

千
四
百
四
十
二
円
に
の
ぽ
り
、
昨
年

よ
り
四
万
八
千
三
百
九
十
七
円
の
増

で
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
国
土
の
緑
化
、
学

校
林
造
成
、
福
祉
施
設
の
緑
化
、
各

種
の
植
林
事
業
な
ど
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
、
こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

響、げ一ノ　　　＿

◆
ユ
ニ
ー
ク
な
交
運
安
全
運
動

　
国
道
二
七
号
線
を
走
っ
て
い
た

ら
、
交
通
安
全
の
ユ
ニ
ー
ク
な
看
板

が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
人

が
描
い
て
い
る
の
か
知
り
た
く
な
っ

て
看
板
の
出
て
い
た
滝
文
工
業
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
安
全
運
動
を
す
す
め
て

い
る
人
は
、
安
全
運
転
管
理
者
の
小

川
静
夫
さ
ん
．
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て

い
る
人
は
デ
ザ
イ
ン
課
の
佐
藤
雄
二

さ
ん
で
し
た
。

　
小
川
さ
ん
の
話
し
で
は
、
職
場
ぐ

る
み
で
交
通
安
全
運
動
を
は
じ
め
た

の
は
今
か
ら
三
年
前
で
、
社
員
の
起

こ
し
た
事
故
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
れ
以
来
、
安
全
運
動
期
間
だ
け

で
な
く
、
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
”
運
転
し
て
い
る
時

に
家
庭
を
思
い
、
出
さ
せ
る
よ
う
な
、

あ
っ
た
か
い
ム
ー
ド
の
も
の
を
”
“
疲

れ
て
帰
え
る
時
に
イ
ラ
イ
ラ
を
押
え

て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
を
”
描
く
よ

う
に
し
て
い
る
と
佐
藤
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
会
社
の
構
内
に
は
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
ポ

ス
タ
ー
が
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
仕
事
の
余
暇
に
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
の
ニ
ユ
ー
ク
な
活
動
が
、
い
つ
ま
で

も
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（写真右）交通安全ポスターをは

さんで左が佐藤雄二さん、右が小
川静夫さん。　（写真上）交通安全

を呼びかける手づくりのポスター
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県
・
市
の
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
新
潟
県
・
十
日
町
市
で
は
、
そ
れ

ラ
、
れ
、
中
小
企
業
の
設
備
資
金
や
、

個
人
の
住
宅
建
設
資
金
と
し
て
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
市
の
融
資
制
度

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
経
営
の

市の融資制度別表1

安
定
と
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
は

か
る
た
め
、
別
表
1
の
資
金
を
準
備

し
て
い
ま
す
．
特
に
、
本
年
は
、
貸

し
付
け
利
率
を
O
・
五
新
ほ
ど
引
き

ド
げ
て
一
層
利
用
し
や
す
い
内
容
と

い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
住
宅
建
設

資
金
に
つ
い
て
は
、
未
組
織
労
働
者
に

制　　度　　名 貸付限度額 貸付利率 貸付期間 相談及び申込先

中
小
企
業
振
興
資
金

運転資金 300万円 年6，596 3年以内 新潟県信用組合

新潟相互銀行

大光相互銀行

市　商　工　課

設備資金 500万円 3年末満

年6．5％

3年～6年
年7．1）％

5年以内

商店街等
近代化資金

500万円 6年以内

産業育成資金 300万円 年6，09。 2年以内 同　　上

公害防止施設
設　置　資　金

300万円 年7。0％ 5年以内
罷窪蚕喜
市　　農　　協
市　環　境　課

駐
車
場
設
置
資
金

共同設置 2，000万円 年6，5％ 7年以内 第　四　銀　行

北　越　銀　行

市　環　境　課

業務設置 1，000万円 年6．5％ 5年以内

そ　の　他 500万円 年6．5％ 5年以内

勤労者住宅建設資金 200万円 年7．0％ 15年以内
労　働　金　庫

市　商　工　課

別
表
H
　
県
の
融
資
制

度

資
　
　
金
　
　
名

貸
付
限
度
額

貸
付
利
率

貸
付
期
間

設
備
近
代
化
資
金

千
二
百
万
円

無
　
利
　
子

五
年

（
公
害
防
止
施
般
は
＋
二
年
〕

設
備
合
理
化
資
金

九
百
万
円

年
利
　
四
・
八
％

五
年

商
業
近
代
化
資
金

二
百
五
十
万

～
丁
卜
万
円

年
利
　
四
・
八
％

五
年
～
七
年

も
利
用
で
き
る
道
を
開
き
ま
し
た
．

，
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
こ
相
談
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
、

0
県
の
融
資
制
度

　
県
で
は
、
別
表
H
の
設
備
資
金
に

つ
い
て
、
広
く
中
小
企
業
者
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
．

　
申
込
期
限
　
八
月
十
九
日
（
申
請

状
況
に
よ
り
締
切
り
を
早
め
る
こ
と

か
あ
り
ま
す
、
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
市
商
工
課
（
8
七
㌧
』
『
一
内

線
二
四
三
）
市
商
工
会
議
所
（
奮
し

1
五
一
二
）
水
沢
商
工
会
（
8
八

ー
三
〇
三
五
）

？
“
ワ
。
＄
．
φ
ワ
．
6
つ
・
零
・
0
9
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
＄
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
。
6
ウ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6

鉱
」
褥
嫡
謙
翻
灘
講
轡
腰

4回市民芸能祭参加団体募集

今年から年2回に、今回の申込みは5月20日蓑
灌

物
館
建
築
工
事
完
成

　
　
　
　
開
館
は
来
年
五
月

　
　
昨
年
七
月
か
ら
、
西
本
町
地
内
で

　
　
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
博
物
館
の

　
　
建
築
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
．

　
　
総
工
事
費
二
億
二
千
万
円
余
を
か

　
　
け
た
、
高
床
式
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
ト
一
部
二
階
建
の
ス
マ
ー
ト
な
建
物

　
　
で
す
。

　
　
延
床
面
積
は
、
千
六
百
七
十
五
平

市
内
の
芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
を
広
く
市
民

に
発
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
団
体
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
、
音
楽
・
演
劇
・
民
謡
（
踊
）
な
ど
市
民
会
館
ホ

ー
ル
で
発
表
イ
．
k
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で

す
。
年
二
回
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

市
公
民
館
（
8
し
1
瓦
〇
一
一
）
へ
。

方
り
製
＼
展
示
室
・
収
蔵
室
・
休
憩

室
・
研
究
室
な
ど
の
ほ
か
に
身
障
者

用
の
便
所
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
は
、
五
十
三
・
五
十
四
年

に
内
部
の
展
示
工
事
を
し
、
来
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
す
．

　
「
雪
と
織
物
と
信
濃
川
」
を
キ
ャ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
妻
有
の
自
然

と
文
化
が
一
目
で
理
解
で
き
る
博
物

館
の
開
館
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

浅
之
平
橋
が
完
成

　
昨
年
十
一
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
浅
之
平
橋
（
関
根
・
浅
之

平
部
落
を
結
ぶ
）
は
、
総
工
費
二
千

五
百
万
円
で
、
さ
る
三
月
完
成
し
、

四
月
十
八
日
現
地
で
喜
び
の
渡
り
初

め
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
軽
量
鉄
骨
ア
ー
チ
橋
（
重

量
制
限
ニ
ト
ン
）
か
ら
幅
五
材
、
長

さ
二
十
八
M
酬
の
永
久
橋
に
か
け
替
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
浅
之
平
橋
に
は
、
昨

年
＋
二
月
麟

完
成
し
た
滞
　
　
　
　
　
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

ド
）
が
添
　
　
　
　
　
　
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

　
来
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　　　　山男とふたつきバイブ

　山火事の多い季節てある。散歩がわりに近くの山

に、山菜とりに出かける人が増えたせいもあって、

自然発火にもまして、たばこの投げ捨てが山火事の

原因の第1位にマークされている。

　その点、ヨー日ッバのほとんどの山や森林地帯は

シガレットや葉巻の類は一切厳禁、ぷたつさのバイ

プだけは吸ってもよいことになっている。ボウルの

上に空気口をあけた金属製のぶたをつけたこのバイ

プ、風が吹いても火が飛び散ったり、火種があたり

にこぼれたりしない。

　一方、カナダなどては、たばこに火をつけたマッチ

をかならず2つに折ってから捨てるという習慣が守

られている。指て折れるまてに冷やしてから捨てる

ことによって、万一の火事を防ごうというねらいて

ある。

　どちらも山に出かける愛煙家として見習らうべさ

マナーといえよう。

（第3種郵便物認可）曜和弱年5月10日

四村山隆義さん（タキブンインテリア）

①成人・選挙・1人前・責任・実印を
つくる。

②若者の意見を反映する場がすくない。

③20歳になった実感がわかない。まわ

りの人逮に言われてはじめて20歳になっ

たんだなと思うだけだ。今までも仕事も

まわりの人との付き合いも年令にこだわ

らずにやってiきたので、選挙権を持った

というほかあまり意識していない。

國内藤礼子さん
　　　　（十日町織物工業協同組合）

①大人・脱皮・責任・選挙権・少年A
なること。

みにくいこの世の中を、先輩のせいにし

は思わない。これから進む私達に指導の

しのべてほしい。

町市に望むこと。

共施設（公園、体育施設、図書館等）を

もっとぶやし、それを市民が気軽に利用

　　できるようにしてほしい。

　　　　③改まって20歳という気持ぽ

　　　　　ない。ただこれから生きて

　　　　　　　行くうえで、自分の納

　　　　　　　　　得のいく生き方を

、殖懸鳳＊。

　　　眺u歳糟一論1

＾
囎

QQQ③②①

二
十
歳
か
ら
の
連
想
を
五
つ

お
と
な
た
ち
ヘ

ニ
十
歳
の
今
考
え
る
こ
と

回

とお∬93

藩漁器漂輩した博
蝋蕪繍麓諜．．マ⇔
うか・　　　　　　．．　回　一

羅鑑欝1難i蕃黒喫
想や主観をはっきり持って自立したいなあと思っていました。でも、今

の自分は、それにともなった考えなどしていないし、持てそうにもない気が

します。20歳は、ナニカからの脱皮、ナニカヘの出発であるという気がします。

そのナニカがナニなのかわからずにいるのですが。

（7）

　　　　　　　　　　　　回和田早苗さん（＋日町商工会議所）

　　　　　　　　　　　　①選挙権・酒・タバコ・大人の仲間入リ・社会人・自

　　　　　　　　　　　　　由（独立〉
　　　　　　　　　　　　　エ

署螺面讐晦難霧1騨

　1課薫連叢懇1

融饗．．鮒）薦難）犠漁
①酒・タバコ・選挙・責任・悪いことな。責任感を持たなければという時でしょ

をした場合少年Aではすまなくなる。　うか。

②「今の若いものは…」というこ②今の世の中、なんか皆が駅ぬるま湯”につフ

とばをみだりに使って欲しくない。　ているような感じ。

③今でもそうだが、私は自分勝手　忙しさにとらわれてアタフタとかけずりまわi

なところが多く、注意されてもはね　　まい日本をじっくりと見直して厳しくせまって・

返えすようなこともあったので、も③学生の頃は早く20歳になって、1人立ちを1

っと相手の立場になって考えたい。　想や主観をはっきり持って自立したいなあと思・

自分でうまくしゃべることより、人　の自分は、それにともなった考えなどしていな1

の言うことを上手に聞けるそんな成　　します。20歳は、ナニカからの脱皮、ナニカヘ（

人になりたい。　　　　　　　　　そのナニカがナニなのかわからずにいるのですコ

　
　
“
の
び
の
び
と
、
い
き
い
き
と
、

楽
し
く
つ
ど
お
う
”
を
合
言
葉
に
、

中
条
地
区
公
民
館
の
青
春
の
た
め
の

仲
間
づ
く
り
と
学
習
グ
ル
ー
プ
『
青

年
の
村
」
に
若
者
が
つ
ど
っ
て
い
ま

す
。

　
体
育
の
ひ
ろ
ば
、
料
理
の
ひ
ろ
ば
、

ー
活
花
の
ひ
ろ
ば
，
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ

ン
の
ひ
ろ
ば
、
写
真
の
ひ
ろ
ば
と
五

　
つ
の
学
習
の
ひ
ろ
ば
が
開
設
さ
れ
て

て
ま
す
。

　
思
い
き
り
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
を
楽

し
む
ひ
ろ
ば
と
、
将
来
よ
り
よ
い
生

活
設
計
が
で
き
る
よ
う
な
ひ
ろ
ば
と

大
別
さ
れ
ま
す
が
、
体
育
の
ひ
ろ
ば

で
は
、
毎
週
一
回
、
中
条
小
学
校
の

体
育
館
を
使
い
、
思
い
き
り
身
体
を

動
か
し
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な
ど

の
球
技
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
こ
の
ひ

ろ
ば
以
外
の
人
で
も
自
由
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
料
理
の
ひ
ろ
ば
は
、
手
軽

に
で
き
る
家
庭
的
な
料
理
の
コ
ツ
を

鹸
であいのひろば

身
に
つ
け
、
あ
わ
せ
て
栄
養
や
食
品

の
知
識
な
ど
も
学
習
し
て
い
ま
す
。

活
花
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
小
原
流
活
花

で
や
さ
し
い
心
を
育
て
、
将
来
の
家

庭
生
活
に
少
し
で
も
役
立
た
せ
よ
う

と
み
ん
な
一
生
懸
命
で
す
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
ろ
ば
は
、

ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
気
軽
に
で
き
る
も
の
や
、
パ

ー
テ
ー
や
宴
会
な
ど
の
企
画
の
方
法
、

上
手
な
旅
行
の
プ
ラ
ン
の
立
案
な
ど

青春のための
　仲間づくりと
　　　学習グルーブ

中条青年の村
　※中条地区公民館・

を
学
習
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
ひ
ろ
ば
は
、
写
真
の
技
術
の

向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
レ
ン
ズ
を

通
し
て
地
域
の
風
物
や
年
中
行
事
な

ど
を
さ
ぐ
る
ひ
ろ
ば
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

　
学
習
は
、
体
育
の
ひ
ろ
ば
を
除
い

て
参
加
者
に
あ
ま
り
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
月
二
回
く
ら
い
の
学
習

に
L
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
村
に

は
、
”
青
年
の
村
”
の
「
村
長
』
『
助

　
　
　
活
花
の
ひ
ろ
ば

役
』
「
収
入
役
』
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ひ
ろ
ば
か
ら
は
世
話
役
な
ど
が
選

出
さ
れ
、
そ
の
役
員
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
、
学
習
の
ひ
ろ
ば
の
他
に
合

宿
の
つ
ど
い
、
花
見
、
キ
ャ
ン
プ
、

海
水
浴
、
研
修
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

新
年
の
つ
ど
い
な
ど
の
〃
で
あ
い
の

ひ
ろ
ば
〃
も
村
で
企
画
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
村
会
議
」

も
定
期
的
に
開
か
れ
、
青
年
た
ち
の

自
治
的
な
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
青
年
の
村
を
開
設
し
た
大
き

な
目
的
は
、
青
年
た
ち
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
来
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

集
ま
っ
た
若
者
た
ち
が
「
何
か
一
つ

で
も
」
残
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
い
う
、

そ
ん
な
の
び
の
び
と
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
“
青
年
の
村
”
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
て
く
る
青
年
た
ち

は
、
地
域
の
若
者
は
も
と
よ
り
、
遠

く
水
沢
か
ら
、
川
西
町
か
ら
つ
ど
っ

て
い
る
青
年
も
い
ま
す
。
「
何
か
」
を

期
待
し
て
…
－
－
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
小
林
〉

今
月
の
納
税
…
軽
自
動
車
税
（
納
期
隈
五
月
十
六
日
～
五
月
三
十
一
日
）
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県
・
市
の
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
新
潟
県
・
十
日
町
市
で
は
、
そ
れ

ラ
、
れ
、
中
小
企
業
の
設
備
資
金
や
、

個
人
の
住
宅
建
設
資
金
と
し
て
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
市
の
融
資
制
度

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
経
営
の

市の融資制度別表1

安
定
と
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
は

か
る
た
め
、
別
表
1
の
資
金
を
準
備

し
て
い
ま
す
．
特
に
、
本
年
は
、
貸

し
付
け
利
率
を
O
・
五
新
ほ
ど
引
き

ド
げ
て
一
層
利
用
し
や
す
い
内
容
と

い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
住
宅
建
設

資
金
に
つ
い
て
は
、
未
組
織
労
働
者
に

制　　度　　名 貸付限度額 貸付利率 貸付期間 相談及び申込先

中
小
企
業
振
興
資
金

運転資金 300万円 年6，596 3年以内 新潟県信用組合

新潟相互銀行

大光相互銀行

市　商　工　課

設備資金 500万円 3年末満

年6．5％

3年～6年
年7．1）％

5年以内

商店街等
近代化資金

500万円 6年以内

産業育成資金 300万円 年6，09。 2年以内 同　　上

公害防止施設
設　置　資　金

300万円 年7。0％ 5年以内
罷窪蚕喜
市　　農　　協
市　環　境　課

駐
車
場
設
置
資
金

共同設置 2，000万円 年6，5％ 7年以内 第　四　銀　行

北　越　銀　行

市　環　境　課

業務設置 1，000万円 年6．5％ 5年以内

そ　の　他 500万円 年6．5％ 5年以内

勤労者住宅建設資金 200万円 年7．0％ 15年以内
労　働　金　庫

市　商　工　課

別
表
H
　
県
の
融
資
制

度

資
　
　
金
　
　
名

貸
付
限
度
額

貸
付
利
率

貸
付
期
間

設
備
近
代
化
資
金

千
二
百
万
円

無
　
利
　
子

五
年

（
公
害
防
止
施
般
は
＋
二
年
〕

設
備
合
理
化
資
金

九
百
万
円

年
利
　
四
・
八
％

五
年

商
業
近
代
化
資
金

二
百
五
十
万

～
丁
卜
万
円

年
利
　
四
・
八
％

五
年
～
七
年

も
利
用
で
き
る
道
を
開
き
ま
し
た
．

，
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
こ
相
談
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
、

0
県
の
融
資
制
度

　
県
で
は
、
別
表
H
の
設
備
資
金
に

つ
い
て
、
広
く
中
小
企
業
者
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
．

　
申
込
期
限
　
八
月
十
九
日
（
申
請

状
況
に
よ
り
締
切
り
を
早
め
る
こ
と

か
あ
り
ま
す
、
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
市
商
工
課
（
8
七
㌧
』
『
一
内

線
二
四
三
）
市
商
工
会
議
所
（
奮
し

1
五
一
二
）
水
沢
商
工
会
（
8
八

ー
三
〇
三
五
）

？
“
ワ
。
＄
．
φ
ワ
．
6
つ
・
零
・
0
9
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
＄
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
。
6
ウ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6

鉱
」
褥
嫡
謙
翻
灘
講
轡
腰

4回市民芸能祭参加団体募集

今年から年2回に、今回の申込みは5月20日蓑
灌

物
館
建
築
工
事
完
成

　
　
　
　
開
館
は
来
年
五
月

　
　
昨
年
七
月
か
ら
、
西
本
町
地
内
で

　
　
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
博
物
館
の

　
　
建
築
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
．

　
　
総
工
事
費
二
億
二
千
万
円
余
を
か

　
　
け
た
、
高
床
式
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
ト
一
部
二
階
建
の
ス
マ
ー
ト
な
建
物

　
　
で
す
。

　
　
延
床
面
積
は
、
千
六
百
七
十
五
平

市
内
の
芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
を
広
く
市
民

に
発
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
団
体
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
、
音
楽
・
演
劇
・
民
謡
（
踊
）
な
ど
市
民
会
館
ホ

ー
ル
で
発
表
イ
．
k
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で

す
。
年
二
回
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

市
公
民
館
（
8
し
1
瓦
〇
一
一
）
へ
。

方
り
製
＼
展
示
室
・
収
蔵
室
・
休
憩

室
・
研
究
室
な
ど
の
ほ
か
に
身
障
者

用
の
便
所
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
は
、
五
十
三
・
五
十
四
年

に
内
部
の
展
示
工
事
を
し
、
来
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
す
．

　
「
雪
と
織
物
と
信
濃
川
」
を
キ
ャ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
妻
有
の
自
然

と
文
化
が
一
目
で
理
解
で
き
る
博
物

館
の
開
館
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

浅
之
平
橋
が
完
成

　
昨
年
十
一
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
浅
之
平
橋
（
関
根
・
浅
之

平
部
落
を
結
ぶ
）
は
、
総
工
費
二
千

五
百
万
円
で
、
さ
る
三
月
完
成
し
、

四
月
十
八
日
現
地
で
喜
び
の
渡
り
初

め
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
軽
量
鉄
骨
ア
ー
チ
橋
（
重

量
制
限
ニ
ト
ン
）
か
ら
幅
五
材
、
長

さ
二
十
八
M
酬
の
永
久
橋
に
か
け
替
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
浅
之
平
橋
に
は
、
昨

年
＋
二
月
麟

完
成
し
た
滞
　
　
　
　
　
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

ド
）
が
添
　
　
　
　
　
　
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

　
来

ρ欝零1〉た鵬
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　　　　山男とふたつきバイブ

　山火事の多い季節てある。散歩がわりに近くの山

に、山菜とりに出かける人が増えたせいもあって、

自然発火にもまして、たばこの投げ捨てが山火事の

原因の第1位にマークされている。

　その点、ヨー日ッバのほとんどの山や森林地帯は

シガレットや葉巻の類は一切厳禁、ぷたつさのバイ

プだけは吸ってもよいことになっている。ボウルの

上に空気口をあけた金属製のぶたをつけたこのバイ

プ、風が吹いても火が飛び散ったり、火種があたり

にこぼれたりしない。

　一方、カナダなどては、たばこに火をつけたマッチ

をかならず2つに折ってから捨てるという習慣が守

られている。指て折れるまてに冷やしてから捨てる

ことによって、万一の火事を防ごうというねらいて

ある。

　どちらも山に出かける愛煙家として見習らうべさ

マナーといえよう。

（第3種郵便物認可）曜和弱年5月10日

四村山隆義さん（タキブンインテリア）

①成人・選挙・1人前・責任・実印を
つくる。

②若者の意見を反映する場がすくない。

③20歳になった実感がわかない。まわ

りの人逮に言われてはじめて20歳になっ

たんだなと思うだけだ。今までも仕事も

まわりの人との付き合いも年令にこだわ

らずにやってiきたので、選挙権を持った

というほかあまり意識していない。

國内藤礼子さん
　　　　（十日町織物工業協同組合）

①大人・脱皮・責任・選挙権・少年A
なること。

みにくいこの世の中を、先輩のせいにし

は思わない。これから進む私達に指導の

しのべてほしい。

町市に望むこと。

共施設（公園、体育施設、図書館等）を

もっとぶやし、それを市民が気軽に利用

　　できるようにしてほしい。

　　　　③改まって20歳という気持ぽ

　　　　　ない。ただこれから生きて

　　　　　　　行くうえで、自分の納

　　　　　　　　　得のいく生き方を

、殖懸鳳＊。

　　　眺u歳糟一論1

＾
囎

QQQ③②①

二
十
歳
か
ら
の
連
想
を
五
つ

お
と
な
た
ち
ヘ

ニ
十
歳
の
今
考
え
る
こ
と

回

とお∬93

藩漁器漂輩した博
蝋蕪繍麓諜．．マ⇔
うか・　　　　　　．．　回　一

羅鑑欝1難i蕃黒喫
想や主観をはっきり持って自立したいなあと思っていました。でも、今

の自分は、それにともなった考えなどしていないし、持てそうにもない気が

します。20歳は、ナニカからの脱皮、ナニカヘの出発であるという気がします。

そのナニカがナニなのかわからずにいるのですが。

（7）

　　　　　　　　　　　　回和田早苗さん（＋日町商工会議所）

　　　　　　　　　　　　①選挙権・酒・タバコ・大人の仲間入リ・社会人・自

　　　　　　　　　　　　　由（独立〉
　　　　　　　　　　　　　エ

署螺面讐晦難霧1騨

　1課薫連叢懇1

融饗．．鮒）薦難）犠漁
①酒・タバコ・選挙・責任・悪いことな。責任感を持たなければという時でしょ

をした場合少年Aではすまなくなる。　うか。

②「今の若いものは…」というこ②今の世の中、なんか皆が駅ぬるま湯”につフ

とばをみだりに使って欲しくない。　ているような感じ。

③今でもそうだが、私は自分勝手　忙しさにとらわれてアタフタとかけずりまわi

なところが多く、注意されてもはね　　まい日本をじっくりと見直して厳しくせまって・

返えすようなこともあったので、も③学生の頃は早く20歳になって、1人立ちを1

っと相手の立場になって考えたい。　想や主観をはっきり持って自立したいなあと思・

自分でうまくしゃべることより、人　の自分は、それにともなった考えなどしていな1

の言うことを上手に聞けるそんな成　　します。20歳は、ナニカからの脱皮、ナニカヘ（

人になりたい。　　　　　　　　　そのナニカがナニなのかわからずにいるのですコ

　
　
“
の
び
の
び
と
、
い
き
い
き
と
、

楽
し
く
つ
ど
お
う
”
を
合
言
葉
に
、

中
条
地
区
公
民
館
の
青
春
の
た
め
の

仲
間
づ
く
り
と
学
習
グ
ル
ー
プ
『
青

年
の
村
」
に
若
者
が
つ
ど
っ
て
い
ま

す
。

　
体
育
の
ひ
ろ
ば
、
料
理
の
ひ
ろ
ば
、

ー
活
花
の
ひ
ろ
ば
，
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ

ン
の
ひ
ろ
ば
、
写
真
の
ひ
ろ
ば
と
五

　
つ
の
学
習
の
ひ
ろ
ば
が
開
設
さ
れ
て

て
ま
す
。

　
思
い
き
り
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
を
楽

し
む
ひ
ろ
ば
と
、
将
来
よ
り
よ
い
生

活
設
計
が
で
き
る
よ
う
な
ひ
ろ
ば
と

大
別
さ
れ
ま
す
が
、
体
育
の
ひ
ろ
ば

で
は
、
毎
週
一
回
、
中
条
小
学
校
の

体
育
館
を
使
い
、
思
い
き
り
身
体
を

動
か
し
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な
ど

の
球
技
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
こ
の
ひ

ろ
ば
以
外
の
人
で
も
自
由
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
料
理
の
ひ
ろ
ば
は
、
手
軽

に
で
き
る
家
庭
的
な
料
理
の
コ
ツ
を

鹸
であいのひろば

身
に
つ
け
、
あ
わ
せ
て
栄
養
や
食
品

の
知
識
な
ど
も
学
習
し
て
い
ま
す
。

活
花
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
小
原
流
活
花

で
や
さ
し
い
心
を
育
て
、
将
来
の
家

庭
生
活
に
少
し
で
も
役
立
た
せ
よ
う

と
み
ん
な
一
生
懸
命
で
す
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
ろ
ば
は
、

ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
気
軽
に
で
き
る
も
の
や
、
パ

ー
テ
ー
や
宴
会
な
ど
の
企
画
の
方
法
、

上
手
な
旅
行
の
プ
ラ
ン
の
立
案
な
ど

青春のための
　仲間づくりと
　　　学習グルーブ

中条青年の村
　※中条地区公民館・

を
学
習
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
ひ
ろ
ば
は
、
写
真
の
技
術
の

向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
レ
ン
ズ
を

通
し
て
地
域
の
風
物
や
年
中
行
事
な

ど
を
さ
ぐ
る
ひ
ろ
ば
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

　
学
習
は
、
体
育
の
ひ
ろ
ば
を
除
い

て
参
加
者
に
あ
ま
り
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
月
二
回
く
ら
い
の
学
習

に
L
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
村
に

は
、
”
青
年
の
村
”
の
「
村
長
』
『
助

　
　
　
活
花
の
ひ
ろ
ば

役
』
「
収
入
役
』
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ひ
ろ
ば
か
ら
は
世
話
役
な
ど
が
選

出
さ
れ
、
そ
の
役
員
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
、
学
習
の
ひ
ろ
ば
の
他
に
合

宿
の
つ
ど
い
、
花
見
、
キ
ャ
ン
プ
、

海
水
浴
、
研
修
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

新
年
の
つ
ど
い
な
ど
の
〃
で
あ
い
の

ひ
ろ
ば
〃
も
村
で
企
画
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
村
会
議
」

も
定
期
的
に
開
か
れ
、
青
年
た
ち
の

自
治
的
な
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
青
年
の
村
を
開
設
し
た
大
き

な
目
的
は
、
青
年
た
ち
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
来
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

集
ま
っ
た
若
者
た
ち
が
「
何
か
一
つ

で
も
」
残
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
い
う
、

そ
ん
な
の
び
の
び
と
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
“
青
年
の
村
”
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
て
く
る
青
年
た
ち

は
、
地
域
の
若
者
は
も
と
よ
り
、
遠

く
水
沢
か
ら
、
川
西
町
か
ら
つ
ど
っ

て
い
る
青
年
も
い
ま
す
。
「
何
か
」
を

期
待
し
て
…
－
－
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
小
林
〉

今
月
の
納
税
…
軽
自
動
車
税
（
納
期
隈
五
月
十
六
日
～
五
月
三
十
一
日
）



ヤ
9
0
℃

残
雪
の
中
の
す
じ
ま
き

　
　
（
四
月
二
十
二
日
下
条
岩
野
で
）

（8）
とお∬ρお（第3種郵便物認可）昭和脇年5月10日

日
本
脳
炎
予
防
接
種
日
程

該
当
者
　
一
般
イ
、
、
は
満
一
．
一
歳
か
ら
学

齢
ま
で
の
者

　
初
回
（
二
回
接
種
）
　
満
三
歳
に

達
し
た
者
及
び
三
歳
以
上
’
．
・
前
年
受

け
な
か
っ
た
者

　
追
加
　
前
年
初
回
を
完
了
し
た
者

料
金
　
一
回
三
百
三
十
円

接
種
前
後
の
注
意
　
■
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に
．
混
雑
し
た
会
場
で
あ
わ

て
て
計
る
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
巳

母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
．
問

診
票
は
責
任
を
も
っ
て
確
実
に
記
人

し
ま
し
ょ
う
。
■
接
種
当
日
は
も
ち

ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日
も
入

月
　
　
　
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

地
　
区
名

一
回
目

二
回
目

小
学
校
区

5
月
顕
日
困

5
月
訓
日
困

午
後
－
時
半
～
2
時

東
小
学
校

ド
条
小
学
校
区

5
月
30
日
㈹

6
月
6
日
㈹

午
後
－
時
半
～
2
時

面
目
ド
条
小
学
校

固
目
ド
条
公
民
館

ド
組
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
ω
分

東
下
組
小
学
校

川
治
全
区

午
後
－
時
40
分
～
2
時
2
0
分

川
治
公
民
館

十
口
町
全
区

5
月
31
日
困

6
月
7
日
困

午
後
－
時
半
～
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

六
箇
小
学
校
区

6
月
－
日
困

6
月
9
目
働

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

六
箇
小
学
校

塩
之
又
分
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

塩
之
又
分
校

野
中
小
学
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

野
中
小
学
校

かしこい消費者⑯

　消費者協会へ参加しませんか

　新潟県消費者協会十

蕪灘鑛軸
生活の向上をはかるこ　　　　　皆身者の権猫

とを目的としています。昨年は試し買い量目調査、

メーカー視察￥不用品交換会等を行いました。今

年も総会をはじめとしていくつかの行事が予定さ

れております。

　現在会員は100名程度ですが、どなたでもいつ

でも加入できます。会費は年間500円です。

　総会は市報を通じてお知らせしますので、入会

される万は当日会場へおいでください。事務局は

市役所商工課（君7－3111）です。

浴
を
ひ
か
え
、
昼
寝
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

糖
尿
病
負
荷
検
査
を
実
施

　
最
近
、
食
事
の
片
寄
り
等
に
よ
り

糖
尿
病
患
者
が
増
え
て
い
る
傾
向
に

あ
る
た
め
、
十
日
町
保
健
所
で
は
、

糖
尿
病
負
荷
検
査
（
精
密
検
査
）
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
尿
に
糖
の
出
た
こ
と
の
あ
る
人
で

精
密
検
査
希
望
の
方
は
、
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
六
月
五
日
㈲

申
込
場
所
　
市
役
所
保
健
課
（
8
七

土
一
二
二
番
内
線
一
コ
一
有
線
五

二
七
一
四
）

検
査
料
　
千
六
百
円

O
検
査
当
日
の
注
意
事
項
等
詳
細
は

個
人
宛
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

○
糖
尿
病
教
室
も
後
日
開
催
の
予
定

で
す
。

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
．
こ
夫
婦

に
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
婆
・
会
と
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い

　
　
　
　
　
　
G

一献血車日程
　き　　5月25日（木）

　　　　〈午前10時～午後3時〉

：ころ　関芳織物㈱関芳会館

　き　　5月26日（金）

　　　　ぐ午前10時～午後3時〉

二ころ　専門店会く昭和町2）

明日といわず今献血しましょう

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
、

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

一
．
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
四
年
』
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ

た
方
々
で
す
，
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦

は
、
氏
名
（
お
二
人
の
）
年
令
、
結

婚
年
月
日
を
五
月
二
十
五
日
ま
で
に

各
地
区
の
嘱
託
員
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
．
（
前
年
に
記
念
品
を
受
け
と
ら

れ
な
か
っ
た
ご
夫
婦
も
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
）
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

お
問
い
△
口
わ
せ
は

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
・
福
祉
係

　
（
8
七
⊥
一
、
一
一
一
内
一
二
六
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
』

叢

　　　あ　と　が　き

○ようやく4月29日消雪日をむかえました・

戦後3番目の遅い雪ぎえです．ブナも柳も

一緒に芽を吹きだして、これからが、妻有

の里の一番充実した季節です。

014日は成人式です。今年は670人が大人

の仲間入りをしました。今どきび）若い者は

などと言わずに、大きな、長い目でみてい

たいものです。

04月は市役所の衣替の季節です。広報係

のスタッフもマイナーチエンジしました。

面積…2H．44k㎡（4月1日現在）

浄
化
槽
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
1
衛
生
施
設
組
合
－

　
使
用
者
に
は
、
し
尿
浄
化
槽
の
維

持
管
理
が
、
法
律
や
条
令
イ
．
、
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と

汚
水
の
流
出
、
悪
臭
や
ハ
エ
、
カ
の

発
生
の
原
因
と
な
り
、
付
近
の
方
々

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
圭
す
．

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
専
門
の
技

術
者
に
維
持
管
理
や
清
掃
を
お
ま
か

せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

はるかきに璽．煽

こさるカVき～、鷲謙

ね
え
，
歯
じ
い
ち
ゃ
ん

こ
こ
の
さ
く
ら
．
辱
｝
瞼
ん

傾
脈
歴
ん
い
塾
ぜ
け
，
に
の
？

緬さ弧ら衡こくら、

λ
、

、

逮
O
。

∋
へ

／　
9

　
　
　
　
も

翻
帆
～
ぎ
ー
し

　
を
あ

二
f
∂

（
ζ
1

　
　
餅

　
　
ふ
う
ん
…
・
・

　
　
蔚
じ
い
筆
ん

　
．
に
t
，
貼
栖
（

　
　
痔
る
歴
（
る
と

鍵
鍛
い
お

　
　
　
　
　
　
、

　
6
　
へ

、￥

柊
喧

春
蓬
る
と

葉
歯
快

ぞ
る
各
よ
。ノ

　　　　ヂ

購
ワー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

す
る
が
や
清
掃
社
（
容
丁
二
。
天
）
　
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
南
清
掃
社
（
室
一
⊥
毛
。
七
）
　
　
　
　
’

　
下
条
清
掃
社
（
8
干
二
。
異
）
　
　
　
↓

　
川
西
町
清
掃
社
（
8
。
宝
芙
－
八
⊥
一
…
数

　
　
　
　
　
　
　
五
）
　
　
　
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

な
お
、
不
明
の
点
は
、
　
　
　
　
　
／

　
十
日
町
保
健
所
（
8
七
⊥
茜
8
）
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
8
七
⊥
七
五
一
）
人
　
　
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
付
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
岡
村
春
雄
（
河
内
町
）
三
万
円
女

（
香
典
返
し
）
　
▼
匿
名
二
件
　
一
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

万
八
千
九
百
三
十
二
円
　
▼
藤
田
洋
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
・
宮
内
智
子
・
庭
野
典
子
（
十
日
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男

町
小
四
年
）
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

停
電
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
五
月
二
十
二
日
㈲
午
前
八
時
半
0
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

～
午
後
一
時
南
で
　
船
坂
、
池
沢
、

源
田
、
水
沢
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
口

塩
之
又
・
辰
ケ
平
▼
斉
二
＋
以

日
㈲
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
美
雪
勢

町
三
丁
目
の
一
部
、
妻
有
町
東
、
西
市

一
・
二
・
三
丁
目
、
内
後
の
一
部
、
　
口

河
内
町
の
一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三

丁
目
の
各
一
部
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